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１　問題と目的
　知的障害があり、発語が少ない子どもや大人に対し
て直接発語を促すことは、多大な困難を伴う。それは、
言葉を話すためには、細かな舌の動きや息の出し方を
覚えなければならず、また意味する事象との対応付け
が難しいことに一因があると考えられる。
　一方で、学校現場や療育機関等では、直接発語を促
すのではなく、写真や絵カード、手話を簡略化したマ
カトンサインなど、各々にあった使いやすく理解しや
すいコミュニケーション手段を教えるようになってき
た。
　筆者らはこれまで「太田こどものへや」注１という民
間の母子通所支援施設で長期にわたって多くの障害
児・者と教育的係わりを持ってきた。本稿では、その
中からＴさんとＲさんという二人の障害児・者との係
わりを通して、発語が少ない方のコミュニケーション
を広げるために大切と思われる条件について考察を試
みた。今回取り上げる二事例に共通して言えることは、
言葉をある程度理解しているが発語が少ないこと、長
期にわたり係わりを持つことができたこと、成長する
につれて言葉以外の様々なコトバ注２を獲得しコミュ
ニケーションが拡大したことである。
２　事例
２－１　Ｔさん
　Ｔさんは知的障害と運動発達遅延を併せ持ち、話せ
る言葉は少ないが、言葉の理解は良好で、日常生活に
不自由は感じられない。人と係わることが大好きで、
片言の言葉とユニークな身振りで気持ちを表現する。
また、消防車・救急車等の緊急車両や自衛隊の車両等
が好きで、休日にはご両親に連れられ、県内外の消防
署や自衛隊の駐屯地巡りをしている。学齢期には養護
学校（現特別支援学校）に通い、現在は障害者支援施
設に通っている。「太田こどものへや」には月に１～２
回のペースで通い続け、20年以上になる。高等部まで
は第一筆者が担当し、それ以降第二筆者が担当した。
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２－２　Ｒさん
　Ｒさんは知的障害があり、話せる言葉は少ないが、
言葉の理解は良好である。ユニークな身振りを沢山持
ち、とてもおしゃべりな印象を人に与える。学齢期には
小学３年生まで地元の小学校の特殊学級（現特別支援
学級）に通い、４年生の時に養護学校（現特別支援学校）
に移った。「太田こどものへや」には５歳から15歳の約10
年間、週１回のペースで通い続け、第一筆者が担当した。
３　Ｔさんとの係わりの経過
３－１　身振りで伝える２）
　Ｔさん（当時５歳）は、お父さんのことを「ぱぱ」、
バスのことを「ばー」、牛のことを「もー」、ブタのこ
とを「ふがぁ」と言うようになった。また、嫌な時に
は、首を横に振って「いや」と言った。Ｔさんが言え
る言葉は少なかったが、代わりに自分で考え出した身
振りがあった。例えば、家では水を飲みたい時に胸に
手を当てて「えへん」と咳をし、テレビをつけて欲し
い時に握り拳をパッと開くそうである。「太田こどもの
へや」でＴさんが好きなウルトラマンのはめ板パズル
を作製すると、ウルトラマンのポーズを取りながら嬉
しそうに取り組んだ（図１参照）。
　ある時、お母さんは、「通じないと、結構自分で考え
るものですね」と感心した。自分で身振りを作り出す
Ｔさんも素晴らしいが、その意味を読み取るお母さん
も素晴らしい。受け取ってくれる人がいるから、伝え
ようという気持ちが起きるのだと思う。
３－２　コトバとしての教材３）
　「太田こどものへや」では、一人ひとりの子どもの興
味や力に合わせて教材を出来るだけ手作りしている。
お母さん方もまた、この教材やおもちゃ作りに協力し
て下さる。
　Ｔさん（当時６歳）のお母さんは、そう麺の木箱に
木の板のスロープを付けてビー玉転がしの教材を作っ
た。また、タイルに平仮名文字を貼り付けた50音表（図
２参照）や魚釣りの教材も自分で作った。お母さんは
「魚釣りの玩具を買ってあげたけれど、すぐに飽きて
しまいました。Ｔが好きな絵を沢山切抜き、それに靴
下の留め金を付け、磁石で釣り上げる魚釣りを作って
あげたら、それは大喜びで遊びました」と述べた。
　子どもが喜ぶ教材をお母さんは良く知っている。お
母さんが作った教材を介して親子でたくさんやりとり
を楽しんだ。子どもの興味に合わせて分かり易い教材
を作ってあげれば、たとえ言葉を話せなくても、細や
かなやりとりが活発に起きる。
３－３　様々なコトバを使う（身振り・写真・手話・
マカトンサイン）
　Ｔさん（当時14歳）は話したいことが沢山あり、自
分で考え出した身振りを駆使して、人に気持ちを伝え
てきた。
　「太田こどものへや」では、Ｔさんがさらに多くのこ
とを伝えられるように、身振り以外にも色々なコトバ
を教えてきた。例えば、Ｔさんがよく使う玩具やよく
行く場所の写真を１冊のファイルに整理した。すると、
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図１　ウルトラマンの身振り 図２　平仮名50音表に取り組む
Ｔさんはファイルの中から、遊びたい玩具や話したい
場所の写真を指差すようになった（図３参照）。早速、
お母さんも写真を沢山撮り、家庭用の写真ファイルを
作られた。食べ物に関しては、市販のカードも活用し
た。また、手話のビデオを家庭に貸し出すと、Ｔさん
はお母さんからホンハナなどの手話を教わった
（図４参照）。その後、養護学校高等部の先生がマカト
ンサインを教えてくれた。Ｔさんはガッコウヤス
ミギュウニュウなどの表現をすぐに覚えた。
　思いを伝えるコトバは話し言葉だけではない。いく
つかの発語に自作の身振り・写真・手話・マカトンサ
インなどが加わり、Ｔさんのおしゃべりは益々多彩に
なっていった。そこで、Ｔさんのコトバを色々な方と
共有することを目的に、Ｔさんが日頃よく使うコトバ
をまとめたサインリストを作って養護学校の先生や職
場実習先の障害者支援施設の支援員の方に配り活用し
てもらうことにした。
３－４　気持ちを汲み取り、言葉を添える
　Ｔさん（当時27歳）とお母さんのある日の「太田こ
どものへや」でのやりとりを以下に紹介する。
（Ｔさん）お腹の上から下をまっすぐに人さし指でなぞ
る。
（母）「パパがぎっくり腰になってコルセットを巻いて
いるんだよね」
（Ｔさん）「あっ！あっ！」と言いながら窓の外を指さ
す。
（母）「パパを市内のレストランに送って行ったんだよ
ね」
（Ｔさん）額の前で手を合わせ拝むような仕草。
（母）「今日近所でお葬式があったんだよね」
　Ｔさんは３つの身振りで、「今日近所でお葬式があっ
てね、パパを市内のレストランまで送って行ったんだ
よ。パパ、ぎっくり腰になって自分で運転できないか
ら、ママと一緒に送って行ったんだ」とお話してくれ
たのである。
　Ｔさんの身振りの意味を理解できないと、せっかく
のコトバを取りこぼしてしまうが、お母さんがＴさん
の身振りを受け取り、言葉を添えていくことで会話が
はずんでいく。まるで二人三脚のように、Ｔさんとお
母さんで言葉を紡いでいるように感じた。
３－５　スクラップブックを介してのやりとり
　Ｔさん（当時27歳）との会話が弾むよう、テレビガ
イドの切り抜きや好きな芸能人、よく行くお店やレス
トランのメニューなど、話題にのぼるものを中心に、
画像をスクラップブックにまとめた（図５参照）。Ｔさ
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図４　ホンの手話
図３　写真を指差す
図５　スクラップブック
んは毎回嬉しそうにページをめくり、そのとき話した
い画像を見つけると、身振りなどを交えて伝えるよう
になった。ある時はラーメン屋さんのメニューを見て、
父親と食事に行ったことを思い出し、以下のように伝
えてくれた。
（Ｔさん）左手の親指をゆびさし、パパを表現。
（小関）「パパとラーメン食べに行っの？」
（母）「パパと２人だけで行ったんだよね」
（Ｔさん）「あっ！あっ！」と言いながら口の前で手を
開き、カライのサインを作る。
（小関）「辛いかな？」
（小関）（スクラップブックの）担々麺を指さし「これ
かな？」
（Ｔさん）「そうだ」というような表情。
（小関）「Ｔさんは何を食べたのかな？」
（母）「野菜がたくさん入ったのって言ってたよね」
（小関）（スクラップブックの）野菜ラーメンを指さし
「これかな？」
（Ｔさん）「そうだ」というような表情
　スクラップブックを使用することで、話のきっかけ
を作ることができ、身振りだけでは伝えきれない、よ
り細かなやりとりをすることができた。
４　Ｒさんとの係わりの経過
４－１　身振りと写真で伝える
　Ｒさん（当時６歳）は、自分で作り出した身振りを
沢山持っていた。例えば、パンダは目の前に親指と人
差し指で丸を作り、ウシは頭の上に人差し指を二本立
て、クジャクは頭上に両手で丸を作り（図６参照）表
わした。
　お母さんの話では、遊園地に行きたい時は、メリー
ゴーランドの馬が走る様に体を上下に揺すった。しか
し、Ｒさんの近所には遊園地が二つある。お母さんが
どちらの遊園地に行けば良いのか迷っていると、Ｒさ
んはアルバムを持って来て、以前家族で出掛けた時に
撮った写真を指差して、コッチニイキタイと伝える
らしい。
　「太田こどものへや」でも、約十枚の写真を一枚の紙
に貼り付けてみた（図７参照）。すると、Ｒさんはその
中の写真を指差して、「不二家に行きたい」「玉入れを
したい」といった気持ちを伝えるようになった。
　発語が少なくても、伝えたい事柄があり、受け取っ
てくれる人がいれば、子ども自身が様々なコトバで伝
える工夫をする。人から教わるコトバもあるが、コト
バの多くは自分で作りだすものだと思う。
４－２　気持ちを汲み取り、言葉を添える
　Ｒさん（当時11歳）は既に持っている身振りを、語
呂合わせ的に他の対象に用いることもあった。例えば
上記のウシの身振りで桃（もーもー）のマークのお
店バーミヤンを、センタクキの身振りでケンタッ
キーのお店を表わした。このような自分で作り出した
身振りの他に、人から教わった手話や指文字も使う。
指文字で人の名前の頭文字を表わすことを教えると、
友達や学童保育の先生を指文字で表すようになった
（図８参照）。
　お母さんはＲさんの身振りをいつも丁寧に受け取
り、その時のＲさんの気持ちを逐一言葉に直して返し
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図６　クジャクの身振り
図７　写真表
ていた。私には分からない身振りも、お母さんは「き
のう、Ｒちゃんが、頭が痛くて、お布団敷いて、……」
などと上手に代弁していった。そうすると、気持ちが
伝わったことが分かり、Ｒさんは満足した。
　工夫して身振りを作り出すＲさんも素晴らしいが、
その意味を読み取るお母さんも素晴らしい。受け取っ
てくれる人がいるから、コトバが生まれるのだと思う。
４－３　文字を書いて「おしゃべり」をする
　「太田こどものへや」ではコトバの一つとして平仮名
文字をＲさんに教えてきた。Ｒさんははめ板パズルが
好きだったので、最初は色々な種類のパズルを作製し、
形の学習を重ねた。小学生の頃には文字の形を区別し、
次第に事象との対応も付いていった。中学校に入る頃
には、不完全ながら文字を書いて気持ちを伝えるよう
になった。覚えた文字を紙に書き連ねて気持ちを表現
するのであるが、お母さんは行間ならぬ文字間を読み
取って、上手に翻訳してくれた。例えば、Ｒさん（当
時14歳）が紙にトーマスランド、ぱぱ、600、カメラ、
くるま、おうちなどと書き連ねると、お母さんは「トー
マスランドに６時に起きてカメラを持ってパパの車で
おうちを出発するのね」などと代弁された。
　ある日、「太田こどものへや」で勉強を終えたＲさん
が紙にヒテオ、トラえん、おうちなどと書き連ねた（図
９参照）。その日はお母さんが不在だったので、私がお
母さんにならって「今日はドラえもんのビデオを借り
て帰って、おうちで見るんだね」と代弁した。気持ち
が伝わって満足したのか、いつもはなかなか帰らない
Ｒさんが、この時は素直にビデオを借りて握手して
帰っていった。
５　考察
　以上、ＴさんとＲさんとの係わりを通して、発語が
少ない方のコミュニケーションを広げるために大切と
思われる条件を探ってきた。その結果をまとめると、
以下のようになる。
１）発語が少なくても、目線や表情、動きから気持ち
を受け取ることが出来る。気持ちを受け取る人が
いれば、これらの行動もコトバになる。梅津４）
（1967）はこれらのコトバを自
じ
成
せい
信号注３と名付
けた。これらのコトバを受け取り続ける中から、
やがて伝達を意図したコトバが作り出される。梅
津４）（1967）はこれらのコトバを構成信号注３と名
付けた。中野５）（2009）は、「構成信号は自成信号
を培養体として成立する」と述べている。言い換
えるなら、周囲の「分かろう」とする姿勢が、本
人の「伝えよう」という気持ちを生む。
２）「伝えたい」という意欲が育てば、本人が声や身振
りで表現したり、写真や絵や物で伝えたり、新た
なコトバを生み出す。教わって使うようになるコ
トバもあるが、「伝えたい」という旺盛な伝達意欲
に支えられて、一人一人のコトバが作り出される。
３）身振りや写真・絵等のコトバは、それが意味する
事象との類似性を有しているコトバ（梅津７）
1997は象徴信号と名付けた）注３であり、事象と
の類似性が乏しい音声言語や文字よりも対応付け
が容易である。また、身振りや写真等は、音声言
語や文字に比べて比較的粗大な運動で表出するこ
とが出来る。譚８）（1978）も指摘しているように、
身振りや手話、写真や絵といった象徴的なコトバ
によるコミュニケーションが成立した後に、音声
知的障害児・者のコミュニケーションの拡大を目指した教育的係わり 105
図８　指文字の「コ」で小竹を表現
図９　書き連ねた文字
言語や文字等のコトバによるコミュニケーション
が成立する。従って、コトバの育ちを援助する時、
先ず身振りや写真等を使ったコミュニケーション
の成立を図り、それを土台にして、次に音声言語
や文字によるコミュニケーションの成立を図るの
が妥当と考えられる。一方、音声言語や文字は、
意味する事象との類似性が乏しくても、音素や文
字といった要素を組み合わせて自由に意味のある
単語を作ることが出来るコトバ（梅津７）1997
は分子合成信号と名付けた）注３である。音声言語
や文字は、その獲得は難しくても、一度獲得され
れば無限に単語や文を作り出すことが出来るとて
も便利なコトバである。
４）発語が少なくても、誰でも話したいことが沢山あ
る。身振りの他に、手話や指文字、写真などその
人に合った多様なコトバを用意することが、発語
が少ない方のコミュニケーションを広げる助けに
なる。ただし、例えば写真や絵カードを並べて「さ
あ、選びなさい」と選択を求めると、そのことが
圧力となり伝える意欲を委縮させる場合もある。
様々なコトバをどのように使うかを決めるのは本
人であり、周囲が強要してはならない。鯨岡９）
（2008）は障害がある方とのコミュニケーション
について、「相手に伝えさせることから始まるので
はなく、こちらが分かろうと努めるところから始
まるのです」と述べている。選択しなければ、伝
えなければ気持ちを受け取らないのではなく、目
線や表情や動きなども含めてあらゆるコトバから
気持ちを受け取ろうとする姿勢が大切だと言え
る。
５）子どもの興味に合わせて分かり易い教材を作れ
ば、たとえ言葉を話せなくても、細やかなやりと
りが活発に起きる。中野10）（2004）が「教材は言
葉だ」と述べているように、教材には課題を解決
に導く道
みち
標
しるべ
としての働きとともに、人と人を繋ぐ
コトバの働きがある。
（こたけ　としお・こせき　まなみ・なかむら　やすかず）
付記
　本稿を作成するにあたって、原稿および写真の掲載につきま
しては、保護者から承諾を頂きました。またＴさんとＲさんは、
コトバが育つために何が大切かを教えてくれました。ここに感
謝致します。
脚注
注１　群馬県太田市にある民間の母子通所支援施設。
注２　本稿では、梅津１）（1977）の信号の定義を参考にして、あ
る人の行動を引き起こす他の人の行動及びその構成物をコ
トバと呼んでいる。
注３　梅津６）（1976）は信号系の発生（成り立ち）を図10のよう
に区別している。
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図10　梅津６）の信号系の系譜図
